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明治期に おける幼稚園保姆現職研修

一大阪府の 事例を中心 に
一

　　　　 田中　友恵

　　　（上智大学大学院）

は じめ に

　保 育者の 現 職研修 は、養成段階 の 教育に 引き続き、保

育者の 資質を高め る上で非常に 重要とされて い る。こ の

1研修」 あ るい は 「現職教育亅 とい う概念 が定着 した の

は周知の 通 り戦後の こ とで ある。しかしながら、明治期

に は、既に4嗤 交の 教員や幼稚園の 保姆の 資質向上 を目

的 と した活動が各地で みられて い た。

　本稿で は、研修活動 が充実 して くる明治 30 年代か ら

40年代 の 関西地方における研修実践に焦点を あて、同時

期 にお ける、保姆の 現職研修の 内容とその 特徴を明 らか

にする 。

1，保育団体の結成と研修活動の 創始

　明治期に は、小学校教員の免許状さえ あれば誰で も保

姆となれた こ とや 、 概して保姆の速成がなされ てい たこ

とか ら、保姆 の 力量は十分なもの とはい えなか っ た。 さ

らに、無資格保姆が保育に従事する こ とも多か っ たため、

保 姆 の 資質向上 が、保育関係者に とっ て 急務とされて い

たの で ある。

　そ こ で、保姆の 資質 の 向上に 大 き な役割 を果 た したの

が、保育法研究会や 保 育会 とい っ た保 育団 体で あ る。

　大阪を例 に挙げる な らば、まず、明治 27 年に大阪市

東区に 「東区保育法研究会」が 発足 し、 明治 SO年に は 、

同研究会が きっ か け となり 、 他区 の保育関係者 と合同で

大阪市保育会が結成され た。 さらに、大阪市保育会と、

京都市、神戸市の保育会が連合 して、京阪神聯合保育会

とい う、当時の 保育界に大きな影響力をもつ 保育団体へ

と発展を遂げて い る。

　保育団体の 具体的な活動内容 は、1．各種講習会の 開催

や 、 2保 育実践を通 して 感 じた疑問σ廨 決や保育技術の

交換とい っ た保姆相互の 研究協議活動、3．幼稚園教育に

関する諸問題の解決に 向けた建議活動で ある。X2 で 示

され た内容こそ が、まさに、保姆の 資質向上 を目的とし

た研修活動 で あ り、明治期に おこ っ た保姆の 現職研修は、

こ の よ うな保育団体が中心となっ て 展開 して い く。

　と こ ろで、明 治 39 年 の 愛珠幼稚園の 日誌をみ る と、

保 姆 は週 に 1，2 回 の ペ ー
ス で 何等かの 研 修活動 に参加 し

て い た こ とがわか る。また、幼稚園が休み となる長期休

暇中に も各種の 研修が開催されて い た こ とか ら、当時の

保姆が年問を通して、頻繁に研修活動に参加して い た こ

とが わ か る （「日誌亅 愛珠幼稚園 文 書）。

2 ，技能 ・理論を学ぶ研 修

　保育に 関連する技能の 向上を 目的と した講習会は、現

職研修の 中で特に頻繁に開催され て い た。．た とえば、 明

治 認 年度に、愛珠幼稚園の 保姆は 、 技能の向上のため

に 、 音楽 、 遊戯体操、塗板画、救急療法とい う4種類の

講習会に 参加 して い る。音楽講習会は、東区保育法研究

会の 主催 に よる もの で、ほ ぼ 1 年を通 して 週に 2度、毎

回 3時間の ペ ー
ス で 開かれてい た。 講習内容は、唱歌及

び楽器 使用 法 で ある。また、遊戯体操講 習会は、女子 体

育会の 主催 に よ るもの で、9 月以 降、週 1回、毎回 3時

間の ペ ース で 開催 され て い る。 この よ うに継続的に行わ

れるもの だけでなく、短期間の 講習会もあっ 鶴 た とえ

ば、大阪府女子師範の 同窓会 で ある常磐会の 主催 に よる

塗板画講習会は、夏期休暇 中の 8月に開催され、4 日間、
一

日 4 時間行 われ て い る （愛珠幼稚園文書）。

　こ れに たい し て 、理論 を学ぶ 講習は、学界の 著名人を

招 い て 年に 1，2 度開かれ て い た。大阪 市保育会で は、

明治 35 年 7 月に 中村五 六 に よる 「保育法亅、37 年に は

東基 吉に よ る 「保 育学」 の 講 習会、大 正元 年 に は倉橋 惣

三 による 「幼稚園教育ノ研究1 とい うよ うに、い ずれ も

各時代を代表する保育関孫 の 識者を講師として迎 え 、 保

育理論を学ぶ夏期講習会を開催して い る 。 この他にも、

高島平三郎を招い て行われ た 「児童心 理学講習会」 や、

野 上俊夫による 「実験心理学講習会1、伊沢修二 を講師に

迎えて 「吃音矯正理論講習」が 開催 され て い る （愛珠幼

稚園文書）。明治中期か ら後期 にか けて 日本に移入された

様 々 な学識は 、
こ の よ うな講習会を通 して 、 現職の 教員

や保姆へ と伝えられた。すなわち、現職研修は、新たな

理論を幼稚園教育に取 り入 れ る とい う機能も果た して い

た の で あ る。

　 また、技能と理論を総合的に 学ぶ講習会も開催されて

い るa たとえば、明治 38年に、京都府で 開催された保

姆講習会 ぽ 「児童心理亅 「塗極画 亅 「保育」 「音楽 J 「実地

保育1 の 5科 目を 6 週間か けて 学ぶもの で あっ tc。こ の
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講習会 は、もともと、京都府師範学校に設置 され た講習

会で あるが、講習生の 交通の 便 を考え、講習会場を京都

市内の 小 学校とす るよ う京都市保育会か ら要 望が出され、

了 承 され て い る。こ の よ うに、受講者が参加 しやすい 環

境を作る こ とが功 を奏 した の か、定 員を超 えた受講 希 望

者が集まっ た （『京阪神 聯合保育会 雑 誌』第 15号 ）。

　さらに、翌 39 年に、京都府で は師範学校にお ける現

職保姆を対象とした講習科の 設置が制度化され て い る。

この 講習科は、甲種と乙種に分かれ、甲種は教員 ・保姆

の 養成を目的とした課程で ある。 これに対 して 、 乙種 は

そ の 講習員資格が、「現 ； 管内小学校教員又ハ 幼稚園保姆

ノ職三在ル 者亅を対象とした課程で 称る （「京都布令第4

号」 『京都府 公 報』明 治 39 年）。本来、養成を担う師範

学校が現職研修の 場として も機能して い た こ とは 注目に

値するだろ う。

　 こ の よ うに、保育に 関する技術や理論を学ぶ様々 な研

修活動が 開催され て い たが 、 この 種の 講習を、保育者 の

専門性 とい う視点か ら捉えた場合、そ紺 ま、職務遂行 上

に 必要不可 欠な基礎的な資質の 向上を目的とした もの と

位置付ける こ とが で きる。保育者の 専門性を支 え る基礎

とな る知識 や技 術は、当然、
’
養成段階で あ る程度獲得さ

れ る もの で は あるが、常に保育技術を磨き、新た な知 識

を習得 して い くこ とによっ て
｝

その 時々 の 保育ニ
ーズ に

対応 し得る保育者と して の 成長を遂げる こ とがで きる。

その 意味で は 、 技能や理論を学ぶ講習会は、保育者 の 資

質お向上 に とっ て 不可欠な研修で あっ たとい えよう。

3 ，保姆相互 の 研究協議活動

　一
方、知識や技術を

’「学ぶ ］ だ けでなく、自らの保育

実践の 改良を 目的 と した保姆相互 の 研 修活動が盛んだっ

たこ とは、こ の 時期 の 研修 の 特徴 とい え よ う。

　 こ の 種の 研 修活動 は、様 々 な規 模 の 保 育団 体に お い て

なされて い るが、
．
小規模の もの と して は 、 区 レベ ル の 保

育会で み られた研究保育な どが それ に あた る。た とえば、

大阪市西区保育会で は、明治 45年度に計 3回の 実地保

育研究会と称 した研究保育がなされてい る。こ れは、幼

稚園での 公開保育を参観し、その 後、予め設定されて い

た研究項目p い て 参加者から批評がなされるとい う形式

の 研究会で あ る （『京阪神聯合保育会雑誌』第 30 号）。

保育実践 を見学 し、それ ぞれの 場 面 でみ られ た疑問や課

題 を相 互 に解決を 図ろ うとす る もの で あ る。

　公開保育を通 して の 研究協議活動だ けでな く、 定期的

に開催 される保育会の 場もまた、保姆の 資質の 向上、 な
らびに、保育の 質的充実の た めに重要な機能を果た レて

い た。 たい て い 1ホ 各市op保育会で 話 し合わ払 そ の 中

か ら更に広域の 保育関係者 と問題 を共有すべ き事項1くつ

い ては、京阪神聯合保育会 へ と提出 され、聯合保育会 の

場で更に協議研 究が お こ なわれ る 。

　京阪神聯合保育会 で は、幼稚園に 関係す る齢 蟆 か ら、

保育実践か ら生 じた疑問や課題に関するもの まで、幅広

い 保育問題を研究協議の 対象 として い た。たとえば、「共

同 の 玩 具若くは運動具の 取扱上起 り易き
一
般の 弊害を如

何に して 防ぐべ きか 亅とい っ た 日常的な現場で の 問題や、
「園児に時局に関する観念を与ふ る可否」とい うように、

時代状況の 変化 に 合わせ た 問題も扱 われ て い る。そ して 、

こ うい っ た協議課題は、単に保育会の 場で の 情報交換や

議論 に留まらず、時には 大規模な調査研究へ ど発展する

こ ともあつ た。　　　　 E

　た と えば、第 13回 京阪神聯合保育会 （明治 39年）で

は、京都市保育会 よ り ・「幼児ヲ シ テ 自然界二 親近セ シ ム

ル 方法如何」とい う研 究問題が 提出されて い る。こ糾 ま、

幼稚園にお い て お こ なわ れて い る動物 の飼育や 果樹草花

の 栽培等の 具体的な方法や種類、また それらを保育に用

い る際の 実際の 状況や方案につ い て の 意見を求め る もの

で ある。 こ の 協議題に対 して、出席者か らは様々 な保育

実践の 事例 が報告され た が、
一

方で は、幼稚園毎に利用

で きる 自然物 に大き な差が あ る こ とや、保育中にお ける

自然物の 取扱い 方法が異なる こ と、また自然物の 取扱い

へ の戸惑い の 声もあっ た。そ こで、一
連の 協議の 後に、

「研究問題 ヲ調 べ マ ス ノニ 就 キマ シテ 統計上 ヨ リ見 ル コ

トガ最大 切 ダ ト思 ヒ マ ス 。例 ヘ バ 兎 或ハ 小鳥 ヲ飼養ス ル

ニ ッ キ実行上最良法ト認ム ル 所ハ 斯ク々 々 デアル ト云 フ

様ナ コ トヲ統計的二 調査シテ 之 ヲ各々 交換致シ タイ ト思

ヒマ ス 」 との 提案が 出され て い る。それ を受けて、大阪

市内の 各幼稚園で 自然物の 取扱い に関する調査が行われ 、

幼稚園で 扱われて い る動物 と植物の
一
覧や、その 保育上

の 利用例をまとめ た調査報告書が 作成され て、それ は京

阪神聯合保育会の 機関誌で ある『京阪神聯合保 育会雑誌』

第 18 号 （明治 40 年） に掲載され て い る。この よ うに、

広 く保育関係 者 に周 知 させ る必 要 の あ る事項 に 関 して は、

協議題の提出者へ の 回答に とどま らず、研究調査活 動へ

と発展 し、同様の 保育問題を抱え る保育関係者の 参考と

なっ た 。

　保育会に お ける この ような研修活動 は、保育実践の 中

か ら疑問や課題を見出した保姆個人 の 問題解決に とどま

ら蛍 研究協議に参卯した会員、そ して、その 後 の 調査

結果を保育に役立て た保育関係者も含めて、共に問題を

共有 し、保育の 質を 向上 させ る とい う点℃大 きな意義が

あっ た とい え よ う。また、保育実践の 中か ら生 じた疑問

や課題 に対 して、積極的に対応する自主的
・
自立的な姿

勢は、保育者の 資質の向上 にとっ て 欠くこ との で きない

要素で あっ た とい え よ う。
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